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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 8日 (2005.12.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 燃 料 噴 射 孔 を 有 す る バ ル ブ シ ー ト と 、 前 記 バ ル ブ シ ー ト に 当 接 可 能 な バ ル ブ と 、 前 記 バ
ル ブ あ る い は 前 記 バ ル ブ シ ー ト の 一 方 に 設 け ら れ た 弾 性 体 と を 備 え 、 前 記 弾 性 体 は 、 前 記
バ ル ブ が 前 記 バ ル ブ シ ー ト に 当 接 す る 前 に 前 記 バ ル ブ シ ー ト あ る い は 前 記 バ ル ブ に 当 接 す
る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 弾 性 体 が 当 接 す る
こ と に よ っ て 燃 料 流 入 部 か ら 前 記 燃 料 噴 射 孔 へ の 燃 料 の 流 出 が 停 止 さ れ る 燃 料 噴 射 弁 で あ
っ て 、
　 前 記 バ ル ブ が 前 記 バ ル ブ シ ー ト に 当 接 し た 時 に 前 記 弾 性 体 と 前 記 バ ル ブ と 前 記 バ ル ブ シ
ー ト に よ っ て 形 成 さ れ る 領 域 に 貯 留 さ れ て い る 燃 料 を 逃 が す 逃 が し 部 を 備 え て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 で あ っ て 、 前 記 逃 が し 部 は 、 前 記 バ ル ブ に 設 け ら れ て い る
、 こ と を 特 徴 と す る 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 で あ っ て 、 前 記 逃 が し 部 は 、 前 記 領 域 と 前 記 燃 料
流 入 部 を 連 通 す る 空 隙 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
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　 請 求 項 ３ に 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 で あ っ て 、 前 記 空 隙 は 、 前 記 バ ル ブ と 前 記 バ ル ブ シ ー ト が
当 接 す る 当 接 面 に 設 け ら れ た 切 り 欠 き 部 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 で あ っ て 、 前 記 逃 が し 部 は 、 前 記 バ ル ブ と 前 記 バ
ル ブ シ ー ト が 当 接 す る 当 接 面 で あ り 、 前 記 当 接 面 は 、 所 定 の 表 面 粗 さ よ り 粗 い 面 粗 度 を 有
す る 、 こ と を 特 徴 と す る 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 で あ っ て 、 前 記 逃 が し 部 は 、 前 記 領 域 内 の 圧 力 が
設 定 圧 力 以 上 と な っ た 時 に 前 記 燃 料 を 逃 が す 、 こ と を 特 徴 と す る 燃 料 噴 射 弁 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 燃 機 関 の 燃 料 と し て は 、 ガ ソ リ ン 等 の 液 体 燃 料 や 、 液 化 石 油 ガ ス （ Ｌ Ｐ Ｇ ） 等 の 液 化
ガ ス 燃 料 が 用 い ら れ る 。
　 用 い る 内 燃 機 関 で は 、 液 化 ガ ス 燃 料 は 、 液 体 状 態 で 燃 料 噴 射 弁 に 供 給 さ
れ る と と も に 、 液 体 状 態 で 燃 料 噴 射 弁 か ら 噴 射 さ れ る 。 こ の た め 、 液 化 ガ ス 燃 料 を 用 い る
内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 弁 は 、 液 体 燃 料 を 用 い る 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 弁 に 比 べ て 、 高 耐 圧 が 要
求 さ れ る 。 液 化 ガ ス 燃 料 を 用 い る 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 弁 と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て
い る 燃 料 噴 射 弁 が 知 ら れ て い る 。
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 燃 料 噴 射 弁 の 要 部 の 構 成 を に 示 す 。 に 示 さ れ て い
る 燃 料 噴 射 弁 は 、 バ ル ブ ２ ３ ０ と バ ル ブ シ ー ト ２ ４ ０ を 備 え て い る 。
　 バ ル ブ ２ ３ ０ は 、 円 筒 状 の バ ル ブ ボ デ ィ ２ ３ ２ を 有 し て い る 。 バ ル ブ ボ デ ィ ２ ３ ２ は 、
バ ル ブ シ ー ト ２ ４ ０ 側 の 端 部 に 、 円 形 側 壁 ２ ３ ２ ａ と 円 形 リ ン グ ２ ３ ２ ｃ を 有 し て い る 。
円 形 側 壁 ２ ３ ２ ａ は 、 円 形 リ ン グ ２ ３ ２ ｃ よ り 、 バ ル ブ ボ デ ィ ２ ３ ２ の 径 方 向 内 側 に 設 け
ら れ て い る 。 円 形 側 壁 ２ ３ ２ ａ に よ り 形 成 さ れ て い る 凹 部 ２ ３ ２ ｂ に は 、 バ ル ブ ヘ ッ ド ２
３ ３ が 収 容 さ れ て い る 。 バ ル ブ ヘ ッ ド ２ ３ ３ は 、 弾 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 球 形 状
を 有 し て い る 。 な お 、 バ ル ブ ヘ ッ ド ２ ３ ３ は 、 バ ル ブ シ ー ト ２ ４ ０ 側 の 端 部 （ 先 端 部 ） が
、 円 形 側 壁 ２ ３ ２ ａ の 先 端 部 よ り 、 バ ル ブ シ ー ト ２ ４ ０ 側 に 突 出 し た 状 態 で 凹 部 ２ ３ ２ ｂ
に 収 容 さ れ て い る 。 ま た 、 バ ル ブ ヘ ッ ド ２ ３ ３ の 先 端 部 は 、 円 形 リ ン グ ２ ３ ２ ｃ の 先 端 面
（ 当 接 面 ） ２ ３ ２ ｄ よ り 、 バ ル ブ シ ー ト ２ ４ ０ 側 に 突 出 し た 状 態 で 収 容 部 ２ ３ ２ ｂ に 収 容
さ れ て い る 。
　 バ ル ブ シ ー ト ２ ４ ０ は 、 バ ル ブ シ ー ト ボ デ ィ ２ ４ １ を 有 し て い る 。 バ ル ブ シ ー ト ボ デ ィ
２ ４ １ は 、 円 形 リ ン グ ２ ３ ２ ｃ の 当 接 面 ２ ３ ２ ｄ が 当 接 す る 当 接 面 ２ ４ １ ａ と 、 燃 料 を 噴
射 す る 燃 料 噴 射 孔 ２ ４ １ ｂ を 有 し て い る 。 な お 、 円 形 リ ン グ ２ ３ ２ ｃ の 当 接 面 ２ ３ ２ ｄ が
バ ル ブ シ ー ト ボ デ ィ ２ ４ １ の 当 接 面 ２ ４ １ ａ に 当 接 す る 前 に 、 バ ル ブ ヘ ッ ド ２ ３ ３ の 先 端
部 が 燃 料 噴 射 孔 ２ ４ １ ｂ の 、 バ ル ブ ２ ３ ０ 側 の 端 部 （ 上 流 側 端 部 ） ２ ４ １ ｃ に 当 接 す る よ
う に 、 凹 部 ２ ４ １ ｄ が 設 け ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ３ １ ７ ５ ５ 号 公 報
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 次 に 、 従 来 の 燃 料 噴 射 弁 の 動 作 を 、 ～ 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。
　 バ ル ブ ２ ３ ０ が に 示 す 位 置 に 配 置 さ れ て い る 時 に は 、 燃 料 噴 射 孔 ２ ４ １ ｂ が 開 状 態
と な る 。 こ れ に よ り 、 液 化 ガ ス 燃 料 は 、 液 体 状 態 で 燃 料 流 入 部 か ら 燃 料 噴 射 孔 ２ ４ １ ｂ に
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流 出 し 、 燃 料 噴 射 孔 ２ ４ １ ｂ か ら 液 体 状 態 で 噴 射 さ れ る 。
　 バ ル ブ ２ ３ ０ が バ ル ブ シ ー ト ２ ４ ０ 側 に 移 動 し 、 に 示 す 位 置 に 配 置 さ れ る と 、 バ ル
ブ ヘ ッ ド ２ ３ ３ の 先 端 部 が 燃 料 噴 射 孔 ２ ４ １ ｂ の 上 流 側 端 部 ２ ４ １ ｃ に 当 接 し 、 燃 料 噴 射
孔 ２ ４ １ ｂ が 閉 状 態 と な る 。 こ れ に よ り 、 燃 料 流 入 部 か ら 燃 料 噴 射 孔 ２ ４ １ ｂ へ の 液 化 ガ
ス 燃 料 の 流 出 が 停 止 し 、 燃 料 噴 射 孔 ２ ４ １ ｂ か ら の 液 化 ガ ス 燃 料 の 噴 射 が 停 止 す る 。
　 バ ル ブ ２ ３ ０ が バ ル ブ シ ー ト ２ ４ ０ 側 に さ ら に 移 動 し 、 に 示 す 位 置 に 配 置 さ れ る と
、 円 形 リ ン グ ２ ３ ２ ｃ の 当 接 面 ２ ３ ２ ｄ が バ ル ブ シ ー ト ボ デ ィ ２ ４ １ の 当 接 面 ２ ４ １ ａ に
当 接 し 、 バ ル ブ ２ ３ ０ の 移 動 が 停 止 す る 。 こ の 時 、 バ ル ブ ヘ ッ ド ２ ３ ３ は 、 圧 縮 さ れ て 、

に 示 す よ う に 変 形 す る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ブ ヘ ッ ド ２ ３ ３ の 早 期 の 劣 化 が 防 止 さ れ る
。
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